
浸出水処理施設の稼働実績 

 

浸出水処理施設：廃棄物の埋立地からの浸出水を排水基準以下まで処理してから放流する施

設 

処理フロー図 

 

      浸出水 

       ↓ 

    流入調整設備  大雨等にも対応出来るよう大容量の調整槽を設け、流入する浸出水の水量を調整 

       ↓ 

    前凝集沈殿設備  苛性ソーダ、凝集剤（塩化第二鉄）、硫酸を使用し、浮遊物、重金属類を除去 

       ↓ 

生物処理設備  栄養分であるリン酸、メタノールを滴下し、微生物により BOD、COD、窒素などの有機

物を除去 

       

後凝集沈殿設備  苛性ソーダ、凝集剤（塩化第二鉄）、硫酸を使用し、浮遊物、有機物、色度を除去 

       ↓ 

      ろ過器  微細な浮遊物を除去 

       ↓ 

     微量有害物質分解装置  過酸化水素、オゾン、紫外線を使用し、ダイオキシン類を分解 

       ↓ 

     活性炭吸着塔  微細な浮遊物、微量に残存している有機物、色、臭いを除去 

       ↓ 

     キレート吸着塔  微量に残存している金属類を除去 

       ↓ 

     消毒放流設備  消毒剤を使用し、大腸菌などを消毒 

       ↓ 

      放 流 

 

○ 平成２１年５月２１日～平成２２年５月３１日の稼働実績 

 

１．浸出水流入量   １５，９２９ｍ３ 

 

２．稼 働 状 況   ２４時間／日   ３７６日 
 

３．放 流 水 量   １８，１８３ｍ３  放流日数 ２６５日 
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漏水検知システムの稼働実績 

 

漏水検知システム：上層遮水シートを上下に挟んで格子状に配置された銅線電極間に流れる

電流値を測定し、漏水の位置を特定するシステム 

 

 

○ 平成２１年５月２１日～平成２２年５月３１日の稼働実績 

 

１．稼働状況  ２回／日  ３７６日 

 

２．測定回数  ７４７回 

 

３．欠測回数    ５回（メンテナンス作業を行ったため） 

 

４．判定結果  異常なし  ７４３回 

異常あり    ４回 

 

 ５．異常検知時の状況 

 

・ 平成２１年６月１１日、平成２１年７月７日及び平成２１年７月８日、上層遮水シー

トと下層遮水シート間にあった滞水を除去するため、上層遮水シートを意図的に切断

した際、異常を検知した。 

滞水を除去した後、切断した上層遮水シートを接合し、上層遮水シートを健全な状態

に戻した。 

 

・ 平成２２年１月２９日、重機によるアスベスト埋立穴掘削作業中、上層遮水シートを

損傷した際、異常を検知した。 

当該上層遮水シート損傷箇所の修復作業を行い、遮水機能の健全性回復を確認した。 


